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はじめ:=

看護は、人の生涯にわたるベルスプロモ=シ ョンとして重要な社会的機能の一うである。

その職集人としてあ第一歩を踏み出した新入看護職員が、臨床実践能力を確実なものとす

るとともに、看護職員としての社会的責任や基本的態度を習得することは極めて重要であ

る3本ガイドラインは1新人看捜職員が基本的な臨床実践能力を獲得するための研修とし

て、医療機関の機能や規模にかかわらず新人看護職■を迎えるすべての医療機目で研修を

実施することができる体制の整備を目指して作成された。

(ガイドライン検譜0詢
医療の高度化や在院日数の短縮化、医療安全に対する意識の高まりなど国民のニーズの

変化を背景に、臨床現場で必要とされる臨床実践能力と看護基礎教育で修得する■護実践

籠力との間には乖離が生じ、その幸離が新人看護議員の離職の一国であると指摘されてい

る。看護基礎教育と臨床現場との幸離を埋めるためI=は、看護基礎教育の充実を図るとと

もに、臨床実践籠力を高めるための新人看護職彙研修の実施内容や方法、普及方策につい

て検討し、実施に移すことが求められている。そこで、新人看観職員研修ガイドラインの

策定及び普及のための具体的方策について検討するため、厚生労働省に r新人看饉議員研

修に関する検討会Jを設置し、議論を重ねて新人看饉碑員研修ガイドラインを作成した。

なお、保健師業務については、業務形態等が異なることから、新人保健師に必要とされ

る能力の確保のために特記すべき事項について検討し、別途、「新人看護職員研修ガイド

ライン～保健師編～Jを作成した.            |
一方(平成21年 7月 の保健師助産師看餞師法及び

=霞
師等の人材確保の促達に関する

法律の改正により、平成 22年 4月 1日から新たに業務に従事する看餞職員の臨床研修等

が努力義務となつている。                            ´

(ガイドラインの構成と使い方)

本ガイドラインは、各医療機関で研修を実施する際に必要となる事項を露事している。

新人看饉職員研修ガイドラインの基本的な考え方及び新人看護職員研修と、新入看菫職員

研修の効果を上げるために必要な指導者の育成につい:て も示している。

本ガイドラインでは、新人看饉職員の到違目標として1年以内に経験し修得を目指す項

目とその到違の目安を示した。研修体制や研修方法:ま、各医療機関の特性、研修に対する

考え方、職員の構成等に合わせて行うことを前根としてし`ることから傷示としている。ま

た、研修プログラムの傷と技術指導の例をあくまでも

'考
として示している。各医療機田

においては、新人看餞職員研修を施設内だけではなく、周りのリソースを十分に活用し、

新人看饉議員め到遠目様に合わせて研修を自由に組み合わせて実施していただきたい。

本ガイドラインが新人看護議員を受け入れるあらゆる医療機田で研修の企画・立案に際

して活用されることを期待している。



1.新人●E●A研修ガイドラインの基本的な考え方

1.新人看護職員研修の理念

①
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3 研修体制

1)新人看護職員を支える体制の構築       ‐
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回 1 研修体制における組織傷

研修体制におけるそれぞれの役割を以下に示す.

① 新入■護職員
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③ 教育担当者

教育担当者はt看饉部門の新入看種職■の教育方針に基づき、各都暑,実施され|
研修の企画、運営を中心となつて行う省であり、案地指導者へ9助言及び指導,また1

1 雪全軍壼賢号2雷警t可欄属塁尾雰I籠:裏馨驚量3警翼鼻奪8管雲薫壁ま1雷
教育担当者の壺置は各部書に1名以上とすることが望ましい.

9辱
鷲妻重喜iま、施設及び看饉部門の教育方針:三基づき、撃育担当者:実地指導者及

び新人看餞職員の研修ブログラムの策定、企画及び運営に対する指導及び助言を行う

者である。そして、研修責任者は、研修の企画・運営。実施・評価の全ての過程Itお

ける責任者である|また、各部署の管理者や教育担当者と連携を日りつつ、教育担当

者の支援を行い、部署間の調整も含め新人■饉職員研修全体を把握する。他施設と連

携し研修を実施する場合は、施設間違携の調整役となる。

研修責任者は、研修計画、研修プログラムの策定において、様 な々意見や課題を集

約し、研修の結果を評価する能力や、研修の運営における問題解決及び自施設の状況

に合わせた新たな研修計画を策定していく能力が求められる。研修責任者の配置は,

できる限り、各施設に1名配置することが望ましい。

⑤ プログラム企画・運営組織 (委員会等)

研修ブログラムの策定、企画及び運営を行うための委員会などの組織であり、研修

責任者の下に設置する。ここでは、施設間や職種間の連携・調整を行い、最適な研修

方法や研修内容について具体的に検討を行う。

3)研修体制の工夫

新入者護職員研修等の実施に当たうては、各施設の特性に適した方法を選択したり、

組み合わせたりして実現可能な研修を計画することが望まれる。     ´

① 施設間で連携する工夫
新人看雛職員研修等の充実を目るため、地域、同規模の施設間、医療連携している

施設間で連携する方法や研修の実績のある施設と連携するなどの方法がある。

また、施設間での連携を推進するためにも各施設は院内研修を公開することや、都

道府県では協議会などを設置し地域で施設目連携が活性化するための検討や調整を行

うことが求められる。

② 研修の工夫
・●―テーション研修に代表される複数領城の研修 J一つの部署では得ることのでき

ない幅広い臨床実践能力を獲得するため:■有効    ‐
i・ 多職糧と合同研修会の実施 :チーム医療におけるパートナーシップの青威に有効
・研修の議鰤として書餞基礎教育を行つている●饉教員,活用 :■饉基礎教育におい

て学習した知識・技術とのつながりを強化するために有効
・教育機関、学会、専門職籠団体等で行われているプ甲グラムの活用 :最新の専綺的

な知識 `技術を得るのに有効
,新人彗饉職員研修の経験が豊かなアドバイザーの活用 :施設に適した研修体制●II

画策定が可能

③ 新人看餞議員を支える組織体制の工未

|メず合甥う1詈誘醐 長装:袴.   」[f写:ξ拒五iだ1こ[
国的な轟神的支援の仕組みが必要であるとされているため、その工夫をする必要がある。

6           '

4)新入看腹議員が少ない施設や小規模病院等における外部組織の活用

施設の規模や特性、新人看護議員数にょっそ、新人看護議員研修、実地指導者研修、
教育担当者研修は、各医療施設単独で完結した研修ができないことがあるため、1他医

療機関や研修 ,数青機関などの外部組織を活用したり、複数医療機関が共同で研修を

行うことが実情に即していると考えられる: 
｀

① 他医療機関の活用
小規模ないし単科病院においては、新入看饉職員としての劉違目標に配載されてい

る項目のすべてを体験することが難しい場合がある。そのような場合は、近隣の施設で

行つている研修に参加するなどの工夫をする。このような施設間において、研修ができ

るようにするためには、総合的な研修を実施している施設の院内研修を公開することが
求められるこまた、地域単位でこのような連携が目れるよう都道府県nta整を行うこと
も求められる。´
また、実地指導者、教育担当者研修は、1聾設では受講者が少業であることが想定さ

れることから、ァ定規模の病院が共同で開催するなど施設間の連携がより必要となる。

② 研修・教育機目の活用                 ‐

新人看護議員が少ない施設においては、新人看菫職員研修のうち、集合研修が可能な
研修内容について専門職能団体等が行う研修を自施設の新人看饉職員研修に組み込ん

で行うことも考えられる。例えば、医療安全、感染管理、牧急蘇生などの研修につぃて、

他の機関の研修を活用することが有効である。

名  称 定  こ 菫  用

プリセプタニシップ 新人看饉職員1人に対して決められ
た経験のある

…

     (プ リセブタ
ー)がマンツーマン〈同じ働務を―薔に

行う)で、ある一定期罰薔人研修を担当
する方法.この方法の鶏臼ま、●Aのペ

=スに合わせて くself●acd)、 新人壼
らが主体に学響する (self―directod)

よう、プリセプターが田わることであ

霧人Im■ が臨期 =出
てすぐなど、

ごく初期の薇贈で白いるのが効果的である。
プリセプターは自分の担当する●者の■菫ケ
アを、担当の新人●m  (プ リセプティー)

とともに提供しながら、仕澤書通してアセス
メント,看饉技術、対轟 .目轟や看饉サ
ービスを提供する仕組み.●饉職としての自
己管理、燃彙籠燿曰など:広mにわたつて

=ふ針 _           ,

チューターシップ

(エルダ=日 )

各新人看讀摯員に決まつた相讚相手
(チュ

=タ
ーうをEEし、

―

、
学習方法、憫みごとなどの綺神囁、生活
など広範日にわたり相饉や支援を行う。

鋏められた相凛相手がいること186A●E
職員にとつて心強いと0「●であり。晰人看
饉摯員研修鶏間を通じて,ュ

=タ
ー●EE

ることが望ましい。この方法では、日々 の象
務における実践的指導ができないためt嬌人
と先攣がベアで患者を受け待つ方法とを組み
合わせることが多い.

メンターシップ メンタ■ま、新A●●●A欄 し、
味方となり、指導し、助言し.相談にの
る役日である。通常、菫擦的な実地指導
者として目わることはなく、支援者的役
●1多曇f‐十_

,メ ンタ¬ ま中長期的なキヤリア支援、聰機

付け、よき4F8と して目わりながら、人綺

的な成長を支援する役割であるので、新人看

獲職員輌 以降の支援者としてふさわ し

チーム支援型 特定の指導係を置くのではなく、テニ

ムで新

…

を執青・支援する方法
新人看饉職■1人に1人の指導者をつけ

ず、チームに,薗しながら新人を教育・支撮
する.チーム内でそれぞれのメンバーが得意
分野を指導するように役鋼の分担がなされて
いる:
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麟人看霞職員研修

研修内容と到達目標

臨床実践能力の構造

看護は必要な知識、構
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【看護職員として必要な基本姿勢と態度についての到達目標 (表 2)】

看護職員として必要な基本幸勢と態度については、新人の時期のみならず、成長して
いく過程でも常に臨床実践能力の中核となる部分である。
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図2 臨床実践籠力の構造                    ‐

2)到違目標

①到達日標あ項目によつては、施設又は所属部署で経験する機会が少ないものもある

:1111[[IF::li[IIil:こiliII]:ili:「:羅盤写警
② 到逮甲標は、「看準職員として必要な基本姿勢と態産J16項目 (表 2)、「技術的側歯J

69項目 (表 3)、 新人助産師につぃTの到違目標23項目 (表 4)、 「管理的倒面J18
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【技術的側面 :看護技術についての封建目標 (表 3)】

★ :■年以内に経載し俸口を自相す項目

到達の目安 Ⅳ :知織としてわかる I:軍 置でできる I:掟 むの下でできる I:できる

【技術的側面 :助産技術についての調達目標 (表 4)】     ‐

★ :二年以内に経験し修得を目指す項目

到達の目安 V:知識としてわかる Ш:演習てできる 1:指導の下ccきる I:できる

★ 到通の 目安

妊産婦

斑 鼈妊80mmBIと饉通務晰、口言 ★

勢 移技術 (レオ詢 レド餞鰺嵐 F8E・ 饉□測鳳 ザイツ漁

胸児心薔聰取、 (ト ップラー洒ヽ トラウベ)) ★ I

眈 惨技術 ★

勢 幾監視装置豪●と判腕 ★

剛 始の移断、入騰時期の判断 ★

鈴 攪嗜1～ 4期の経選診断 ★

艶 水の移断 ★

3-ケ フ (マ ッサ‐ジ、ヨ■法、ヨ沿、体位尋) ★

9分織逮行掟菫への援助 (体位tリラクゼーション薔) ★

い 理的Em(ド ゥーラ効果、妊E30主 体的晏勢への援助辱) ★

D正雷分娩の薔接介コ、日接貪ロ ★

餌 爆期、分曖期の瞑常への対処と援助 ★ I

新生児

鰤 生児OI常と興曽との判断 (出生時、入醜中、還院時) ★

♂正糟新生児の腱菫惨菫と経過蒟 ★

Э新生児お外適府の促違ケア (呼崚・■環・排泄・栄螢奪) ★

Э新生児の処菫 (口鼻臓‐書内職ヨ|・ ■処■等) ★

∋沐浴 ★

6嬌生児への予防藁の薔菫 (ビタミンK2、 点眼鋤 ★

雛 児の緊0・ ―
への対処とHm ☆

褥婦

班 雷構婦の腱康惨Eと経過移断 (入院中、通院時) ★

D母親役割への饉鵬 (児との早期菫触、出産体験の想超春) ★

鯖 児指辱 (母乳青児およ 沐聡、爾児法尋) ★

0口喘の通院指導 (生活48談・指ま 産後家族計目春) ★

田 子の 1か月腱凛惨
=と

詢雷

鋸 薔期の異常への対処と撮麹 ★

証明書
等

鍛 生証明●の

“

載と説明 ★ 【

劉 子腱凛手順の記織と読電 ★ I

鋤 麟 錮 載 ★ I



【管理的側面について,到達日標 (表 5)】

看護実時における管理的傷面については、それぞれの轟学的・法的根拠を理碑しtチ
=ム医療における自らの役割を認識した上で実施する必要がある。

★ :二年以内に経験し修得を目贈す項書

碧運の目安  [:娼 導の下でできる I:で きる       .

3)到達目標の設定手順

細さ¬③難易度→④到達時期の順に検討する。

到達日標を設定する上では、施設の規模 1機能、看餞部門の理念、看護職員の構成、新
人看護職員を支援する体制、新人研修にかけられる時間 :予算、目指す看霊職員像 (どの
ような新人看護職員に育つて欲しいのか)を考慮する。また、到達目標は、①項目‐②詳

★ 到
=の

目安

認全撻
中 う医療安全管理体制について理解する ★ :

尋インシテント(ヒ ヤリ・ハット)●例や
`故

●樹の電書を達やかに行う

臓 醍

蝉 内の医療情縮に||する規定を理解する 1

?愚雹彗に対し、El」― 掟蟻 ぅ
3,プライバシーを保騒して鑑饉情報や記録場を取り機う

■饉配録の目的を理解臥 彗目3a燎を正菫に作成する

艤 調

1彙務の 凛撃・手麟に沿 って菫餞 甘ふ

覆数の患者の■覆ケアの優先度を書えて行勤する ★

3囁稲上の薇●・還薔・相談を通切に行う I

腕 藝の管理

涎冒・防災管
ヨ

躍 騒躍雅癬 撓港:饉驚
『

・火災・格・
・電

★ ll

★

娼 醍
■規定に沿つて遍切に感臨 闘員を取り扱う I
Z嘔覆用品・薇生材料の整■・点検を薔う

コス ト管理
旬品を薔口に健饉する

2●8対効果を彗中して日
=材

料の掏品を通t」に選択する

① 項目の設定例
活動休息援助技術の到逮目様における項目
の設定を行う場合を例として手順を示す。
lll逮目様の一覧を参考に自施設の特性を踏
まえて設定する。一年以内に経験し修得を
目指す項目に限つて設定する場合 (A病院):

到達日機のすべての項目を設定する場合 (3

病院)、 さらに独自の項目を追加して設定す
る場合 (C病院)などが考えられる。

B病院

… … …

議蹴
・

1・

°j・・‐

電 貯
慇 賢響 i

需
“

獅
瞥

en

② ○で設定した項目ごとに詳細さを設定す
る。各項目をそのまま設定する場合 (パタ
ーン I)、 |ゃや辞細に設定する場合 (パタ■
ン■)、 手順に沿つて詳細に設定する場合
〈パターンⅢ)な どが考えられる。

′くターン 1

…

タイブ:    タィブ
=    

タィブ■

設定した項目の到達状況を判定するときの
基準となる難易度を散定する。項目によって
難島康に影響する事項は暴なるが、ここでは
患者の状態による難易度の例を示す。   ,

摯 :‐

‐

El===

菫菫難
‐
i  _=ニゴ菫 |

ier7… ‐

いつまでにその項目を到達するかの到達
時期を設定する。



4)看護技術を支える要素

■菫技術の到違目機に沿つて研奉丙審を組み立てる時には、単にテ類に従って実施

するのではなく、以下の「看護技術を支える要素Jをすべて確認した上で実施する必

言薔糞1を発議鵬 ピ製集i鳴鮮驚魔躍
その他の看警肇|

表 6 看饉技術を支える要素

1

①安全確保対策の菫用の判断と実施
②事故防止に向けた、チニム医療に必要なコミユニケニション

③強切な感染管理に基づいた感染防止 ′

2患者及び家族への説明と助言
①■護ケアに関する患者への十分な説明と患者の意思決定を支援する働きかけ

②家族への説明や助書
3的確な看護判断と適切な看護技術の提供

①科学的根拠 く知識)と観察に基づいた看護技術の必要性の判断

②看護技術の正確な方法の熱知と実施によるり不クの予測

③患者の特性や状況に応じた者饉技術の選択と応用
④患者にとって安楽な方法での看護技術の実施

⑤嗜護計画の立案と実施した看篠ケアの正確な記録と評価

寿 7:動産結術″
=え

る要泰

1

①安全確保対策の適用の判断と実施

②事故防止に向けた、チーム医療に必要な当ミュニケーション

③適切な感染管理に基づいた感染防止
2妊産機婦及び家族への説明と助言

①ケアに関する妊産機婦への十分な説明と妊産機婦の選択を支援するたあの

働きかけ

②家族への配慮や助言         '
3的確な判断と適切な助産技術の提供

①科学的根拠 (知識)と観察に基づいた職産技術の必要性の判断

②助産技術の正確な方法の熟知と実施によるリスクの予測

③妊産欄婦及び新生児の特性や状況に応じた助産錬術の選択と応用

④嬌産機婦及び新生早にとって安楽な方法での助産技術の実施   |
⑤助産計画の立案と実施したケアの正確な尋録と評価       ‐

2`研修方法

1)方法の適切な組合せ

新人看穣職員研修に活用可能な教育方法には表0に示すようなものがある。現場で

1種裏澪翼罪l琳禦箇蹴 1盟蜜寧胤鵡
OJT‐ Off―JTのスパイラル学習は効果があると言われていることから、Off―JTと OJT

は研修目機に合わせて組み合わせることが適当である。

例えば、医療安全の研修では、←ラーニングで自]学書をした後に、シミュレ,シ

ョンに参加し割練した後に、実際に出来の場において実施指導者とともに手順に沿つ

て実施してみる。そして、実施後にチェックリストを用いて、行為を振り返るなどの
順番で研修を組みoわせながら進め,ォ法が考えられる。      |

表8教育方法の例     ‐

2)研修の展開

① 基本姿勢と態度に出する研修は早期に取り組む。そして、患者の自己決定やプライ
:バシーの保護等の医療の倫理的課題に関する事例検討奪を通して、な護職員として
の基本的な考え方を確認することが望ましい。

② バイタルサインの観察等、看経の基本となる能力については、医療機器の数値にの
み頼つて患者の状態を判断するのではなく、実際に患者に触れるなど、五感を用い
て患者の状態を判断することの重要性を認識させ、その能力を養う必要がある。

③ 指導に当たつては、0」Tにおいても Off― JTにおいてもt単に新しい知識・技術を
提供するにとどまらずt新入看護職員が自ら、攣け持つた慮者に必要な看置を考え
判断する籠力を養えるょう指導する。

④ 技術修得は mヽ→ 演習・シミュレーション→臨床現場で実践のほに行うことが有
効である。まず、シミユレーションを実施し、次に、手技を実際に見せて、実際に
やってもらって危なければ手を添える、ァ人でやってもらう、といった段階的な
0」Tが大切である.シミュレーションの後には、撮り返りを行い、何ができるよう

になったのか、何が課題なのか見出すことが重要である。特に,侵襲性の高い行為
については、事前に集合研修等により、新人■菫職員の修得状況を十分に確認した
上で段階的に実践させる必要がある。そして、段臓 (ステップ)ごとに辞籠し、で
きなかつた場合は1つ前の段常に戻るなど二つずっ確認しながら研修を進める。

⑤ 看議職員は複数の患者を受け持ちながらも、決められた時間内で優先度を判断し、
安全に看菫を提供する必要がある。そのため、新人看捜職員研修では個 の々知識や
技術の修得だけではなく、優先順位を考えながら看饉を実践するためあ籠力を餞僣



的に身につけられるように指導する。

⑥ 研修責任者は、新人看餞職員の職場適応の状況を十分に把握すると同時に、精神的
な支援のできる専門家によって、義人看護職員や関連するスタッフの支援体制を整

I:i言i::曇|‖:言]illlillli[:こ全:I:;暑吉奮量磐り「

3.研修評価

1)評価の考え方

算I毅脚 驚軍翻竃鶴講ti醐
こ行うも分毬:。

2)評価時期

① 到違甲標は1年間で到達するもあとするが、各部署の特性、優先度に応じて評価内
容と到達時期孝具体的に設定する:辞債時期は、概ね就職後 1か月.3か月、6か
月、1年を目安とする:

② 就職後早期の評価は、新人看饉職員の職場への適応の把握等の点から重要であり
精神的な支援も含め綿密に行う必要がある。

3)評価方法                        :
評価は、自己評価に加え実地指導者や教育担当者による他者評価を取り入れる。
評価には、到達目標F関するチ主ックリストなどあ評価衰(自 己評価及び他者評
価)を ,いることとし、総合的な評値を行うに当たっては面談等も適宣取り入れ
る。                 |
評価は、その時にできない事を次にできるようにするためのものであり、基本的
には臨床実践能力の向上を目指したフィードバックを行うも例えば、技術ができ
なか、できなからたかのみを評価するのでなく、次の行為にうながるようにでを
たこ|を壼め、強みを確認し励ますような辞籠を行う。
総格的評価は、看饉部門の教育担当者スは各部署の所属長が行う。また、新人看
議員研修俸了時には、所二部署ゃ施設単位で修7●を発行するなどの方法もある。

4.研修手帳 (研修ファイル)の活用

募7李軍資壁う撃昆;9昇驚:諄これ管襟L撃環1暮雲彗,TT「8為露振島夏冨t孟
る。研修手帳 (研修ファイル)は、
・看護職員の成長記録として利用できる
。経験の蓄積を可視化することができる

.::準雲讐ぜ奪3為言七[:事憎季賃ぶ翼鷲こ桑進出ふ墨霧全電:鶏驚瑶讐を1芳零鷲

占露寧τ為
(臨

写」現〒:3竃富あり彗じi警量鷹し望盤?f「こ曇』言書

とに目標を確認することができる。研修での資料や記録をはさみ込めるようにしておく
と記載の負担なく経験を蓄積できる。また「到違日機のチ三ックリス ト」を入れておく
と、経験するごとにチェックして利用することができる。一定期間後:「実施したこと。

:省 Eを Fま農蔵桑;逼 ;:霜季ど[=:き F。

他者から,コ
ィ

ント」を尋載してもら

5.新人看護職員研修プログラムの例 (表 9)

1濃      :

①

②

③

④

6.技術指導の例 (別冊)



く新人看護職員> [
① 与薬の技術  ′

② 活動・休息援助技術

く新人助産師>  :
新生児に対する援助技術

菫.奥地指導者の青威               :
新人看捜職員研修を効果的に実施するためには指導者の育成が重要であることから、こ

こでは実地指導者め研修を企画する上で必要な到違目標、能力について示す。

1.到達目標

① 新人看護職員の職濯への適慮状況を把握し、新人看護職員へ基本的な看護技術の
指導及び精神的支援ができる

② 施設の新人暑饉議員研修計画に沿つて、教育担当者、部署管理者とともに部署に

おける新人看護摯員研修の個別プログラム立案、実施及び評価ができる

2:突地指導者に求められる能力

:新入看饉職員に教育的に関わる能力
・新人看獲職員と適切な関係性を築くコミュニケニシヨン能力
・新人rm職員の置かれている状況を把握し、一緒に問題を解決する能力
・新人な饉議員研修の個々のプログラムを立案できる籠カ
。新人看霞職員の臨床実践能力を評価する能力

以下の内容を学習し、役割を遂行できる能力を身につけていることが必要である.

① 知識
・新人看護議員研修体制と研修計画
・新人看餞職員研修における実地指導者の役割
。看護基礎教育における劉違目標と到速度

・「新人看篠職員研修ガイドライン」の理解
。新人看饉職員が陥りやすい研修上の問題や困難とその解決方法
・指導方法や教育的な目わり方

② 技術
:新人看饉議員の出床実践能力に合つた指導をする技術

| ・支援につながる評饉技術                      ‐

・
「

l沿な人間目係の構築のためのコミュニケーション技術
・個別の研修計画を立案する技術

③ l姿勢・態度
。相手を尊重した撃菫で指導する
。二緒にどうしたらよいのか考える   。              |
・認めていることを伝えこ励まし、新人看饉職員の自立を支援する
。新人看饉職員との関わりや指導上でt困難や問題と感じた場合は、教育担当者や都

署警理者へ相談、助言を求めることができる

3.実地指導者研修プログラムの例 く表 10)

実地指導者研修プログラムの例を紹介する。ここで示す研修内容はすべて行わなけれ   
´

ばならないものではなく、各施設の特性に合わせて内容や方法、時憫数を自由にアレンジ
する。また、自施設で行うほかギ他施設との共同開催や活用、都道府県・関係団体等が実
施する研修を活用することも有効である.

実地指導者に対する研修においては、指導者としての不安・負担感を軽減することを目   '
的として、各部署の所日長又:量青担当者による面接や支援のための研修を定期的に実施

する必要があるといわれている。

表 10 実地指導者研修プログラムの例     ‐

齢 項目 方法

1組織の数宙システム ●●

●餞のな全と人韓冑蔵0■え方
・mAの●■体■
・奥地撻■唐Om
●人■饉●■●●0■晏

2鎌入■
=算

の現状 難

EEEm■ ●at
麟人■3●●機籠■書状,
●A■腱 晨鬱 ‐ ウイン

0岸●lJす る二礎聴 ●●

・●●●n:■陰.螂 ほ J臥
学口,

●■方法:チーA●力を着
ELた,口文晨

4メンタルサポート支■ 購
■■

― ガ
カウ却 ガスキル

5看
=技

術0指導方法 ■■

■
=技

HO膊薔方法
●●●日士での菫輌籍導

薔人■
=口

員研修の実摯

と●リニリ ■■ =■
状■の■告

mE●■■3決壼0●●

業罰年度:奏地籍諄■としてOnm"う 年魔が始事る前の年菫

V.象青担当IO青威                .
ここではt教育担当者の研修を企画する上で必要な到違目標、籠力について示す。

1.到準目標  ‐            .            :
① 新人看饉職員の職場への道応状況を把曇し、新人看饉職員研修が効果的に行われ
|  るよう、実地指導者と義人看饉職員への指導黎び精神的支攣ができる。

② 施設の新人看護職員研修計画に沿つて、部署管理者とともに部署における新人看

餞職員研修計画の立案と実施・評価ができる。

③ 新人看菫議員同士、実地指導者同士の意見交換や情報共有の場を設定し、新人看
饉議員の実地指導者との目係調整と支援ができる。

2.教育担当者に求められる能力          、

L部署での新入看餞離彙研修を集合研修と部署での研修の澤助の促進できるように企
画・I「目する能力



.禁更奪駐議賓芳臭電婚単碁L雰合繰語菫撃昔誕秀
地指導者に教育的に関わる能力

・新人看護職員の臨床実践能力、研修計画などの評価を行う能力
・研修責任者より示さⅢた新人看議職員研修の日標や研修体制を理解し、部署のスタ

ッフに分かりやすく伝達する能力                  
‐

・研
棚 Tで

きるよう部署管
琴
者や実施指■者

言
始め、部

言
内のスタッ

。新人看護職員研修に関係するすべてのスタラフと適切な関係性を築くコミュ三ヶ_
シヨン能力

・新人看種職員の臨床実践能力の修得状況、新人看護職員の壼かれている状況を把握
した上で、実地指導者の指導上の問題を一緒に解決する能力

以 ミ

3奪£『

学

Fし
、役

〒
を遂行できる能力を身

|こ

つけ
下いることが必要である。

・新人看護職員をめぐる現状と課題
。新人看護職員研修体制と研修計画
・新人看護職員研修における教育担当者の役割

。1臨領]冒鷹鷹陽為み毎1発鶉滝崎
青の内

,と
到違自

T及
びその到違度

・新人看革職員研修を通しての臨床実践能力の構造

犠全理鍋紺警言ち3百瀧躍理こヒち:奪讐盤窃ギ響聾
・成人学習者の特徴と教育方法
・指導方法や教育的関わり方

:ミ、懺 与t黎槙湧色「
護職員研修にぉける指導

十
の問

F,困
難とその不

・評価の考え方とその方法、及びフィードバック方法    ‐

②
｀
技術

(  ・具体的な指導方法や評価する技術
。年間研修計画、個別の研修計画を立葉する技術

|・ 一人ひとりの臨床案餞佳力にあった指導をする技術  |
・新人看饉職員を育てる組織風土づくりができる技薔
,問題解決技法                             ｀

・円滑な人間関係の情築のため調整やコミュニケーション技術

③ 姿勢・態度
。相手を尊重した態度で指導する
・一緒にどうしたらよいのか考える      ｀

・新人,護職員の自立を支援するょぅに、認めていることを伝え励ます
。新人看護職員、実地指導者および部署の所属曇と良好な関係を築くことができる

3.教育担当者研修プログラムの例 (表 ‖)

教育担当者研修プログラムの例を紹介する。ここで示す研修内容はすべて行わなければ

:::世:菖言撃::::[曇 :I言
「3翼苫弄程1基駕F熱霊薯禁

亨
i:旨

属ぶふ美魔

験象慮ヒ暑ftttR∵ I鷲:慧塁京魔責暮翼竜再尋馨嘉歴垢民碁を重暑事を言i[轟塁言
20

:IttI:I瞳難籍芳鷲  寮ょ写菫,
1.研修終了時の評価

了I:lillIIIを :J「
言
:島
与署T雰ぞ:`′圭果露庭鮮:「P蟻二驚雷おお

:Ittili詭鍮桑帯キ]寡LI盤F塩薦
開催言

③ 研修参加者の研修達成感や満足度の評価
などを行う。

2.研修終了後、実践の場での事後評価

3磯
曇諄輝讐慾 1基

8酷
驀 蕪

群
孵

懇 織
■ |』

者凛 成ゃ
1設

などを行う。

し作成している。

=11 
教育担当者研修プログラムの例

研修項日 方 法

4月・5月・6月・7月

9月・11月
…

鍋
―

ロ

61"哺 61“■ 1時間 x6固

1新人看重職員研修におけ凛
教育担当者の役割

薔
雷

講
表 摯更彗農菫賃懇1」響iちィン

2到ニロ編の理解と蟄定
義
署

講
演

IE機の理念と人材育成の考え:

日施設における新入■饉■員
研修の轟違日欄の識定

3敏育に関する無餞 鴻義

カリキュラム 教育方法.牧青
辞鋼など年間教育の立案に
必要な知臓

4課題諫 決策の検討 演雷
雛 霧
隻甕即 日のu■4L諄決 実施状況の報告

`

現象冑担当者との意見交換

54閥象青計日の立栞
漬 彗 自

“

書の年間歓青計目
の
'壼

計日の見直し

※前年度 :敏青担当■としての役翻を担う年度が始まる前の年度



3.評価の活用

新人看饉職員研修は、各医療機目の理念に基づき設計されている。上記 1,2の新入看

篠職員研修の評価を通じてt研修の理念、基本方針が適切であつたか、各医療機目の日

標達成に賞献しているかなどを評価し、組織運営にフィードバックすることにより活用

する。




